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要  旨 

 

 発展途上国への開発援助については必ずしも効果的に行われていないという批判がある。

本稿は、援助の有効性を高めるためにどのような援助政策を採用すべきかを明らかにする

ことを目的としている。ここでは、インフラ投資と貧困層支援という二種類の援助を考慮

し、成長モデルを用いた分析を行う。本稿の特徴は、戦後の日本がそうであったように、

援助への依存度が発展とともに低下していくという過程を考慮した点である。わずかな援

助の増加でも援助の有効性を高めることができるということ、援助の有効性はガバナンス

よりも成長率に大きく依存することが主要な結論として得られた。これらの結論から、先

行研究において争点となっている「良い政策」と援助の有効性の関係は小さいことが示さ

れ、援助の有効性を高めるためには低成長国へのインフラ投資が必要であるという政策的

含意が得られた。更に、本稿では経済インフラを重視してきた日本の援助の評価も行って

いる。 
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